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研究要旨 

研究 1．自己検査キットによる検査機会の拡大と血清行動疫学調査の実施 

本年度は、検査結果通知と受診へのつなぎの WEBシステムの構築を行い、外国籍 MSMにも対応

可能な仕組み、複数の拠点で配布を展開できる仕様とした。コミュニティセンターaktaでの検査

キットの配布を 2018 年 2月 26日より開始し 3月末までに 97名の受け取りがあった。また本プロ

グラムが首都圏 MSM への検査行動に影響を与えうるかの評価のためベースライン質問紙調査を

2017年 12月に実施し、男性と性交渉経験のある 885件の回答を得た。HIVcheck の認知は 41.4％

であり、今後利用したいと回答したものは 72.0％であった。 

研究 2．地方における新たな検査機会の開発‐医療者からの検査推奨による MSM の検査受検環境

改善 

急性感染期での医療機関の早期受診、医療者からの検査勧奨を促進するため、急性感染期を疑

う症状をまとめた医療者向けパンフレットを 1000 部作製し配布した。2018 年 3 月に MSM 向けの

検査をコミュニティセンターmabuiにおいて実施し 22名の利用があった。 

研究 3.  地方における新たな検査機会の開発‐クリニック・診療所における検査機会の拡大- 

岡山県では MSM向けクリニック検査を夏と冬に実施し、夏のキャンペーンでは 31名の利用、1

名の HIV陽性と 4名の梅毒陽性が判明した。平成 30年度からの中四国地域での検査の拡大展開の

ため、香川県や愛媛県と協議を進め協力クリニックを選定した。 

研究 4．地方都市での陽性者の検査・予防サービスの接点に関する調査 

 H27年 1月以降に陽性が判明した患者に参加協力を依頼することとなり本年度は、質問紙の作成

を行った。 

研究 5．よりハイリスクな MSM層の解明と有効な介入方法の検討 

全国の CBOと調査方法、質問項目を検討し、よりハイリスクな層を明確化するために、従来の

項目に加えインターネット利用に関する項目、TasP、PrEP に関する知識について尋ねる質問項目

も加え、新たな質問紙を作成した。中四国、仙台、横浜のゲイ向け商業施設 70店舗の協力を得て、

総計 1,290部の質問紙を配布し、984部回収した（回収率 76.3%） 
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A.研究目的 

本研究の目的は次の 3点である。 

１．医療機関と MSMをサポートする NPO akta

が連携した検査システム「HIVcheck.jp」を活

用し、ハイリスク MSM 層の検査受検推進を図

る。また本検査手法を用いて、受検者の HIV

感染ステータスと行動データをリンクさせた

血清行動疫学調査を実施し、ハイリスク群の

明確化をはかる。 

２．地方都市で、地域性に配慮した形で公的

機関以外の医療機関等を活用した HIV検査の

提供体制を整備し、対面型の接触を避ける

MSMへの検査促進を行う。 

３．当事者 NGO が協働し、従来の予防介入が

届きにくかったハイリスク MSMの実態把握と

有効な介入を方法の検討を行う。 

 

B.研究方法 

研究 1．自己検査キットによる検査機会の拡

大と血清行動疫学調査の実施 

 

 

研究分担者 岩橋恒太 

医療機関（国立国際医療センター：ACC）と

NPOが連携した検査「HIVcheck.jp」を活用し

て実施する。本検査の流れは下記のとおりで

ある。①コミュニティセンターなど MSM コ

ミュニティ内のベニューにて NGOスタッフが

対面で検査の流れを説明しキットを配布、自

記式質問紙調査への回答を依頼する。②同意

した受検者は後日自己穿刺血を ACCに郵送す

る。③ACCでのスクリーニング検査の結果は、

受検者固有のIDとパスワードを専用WEBサイ

トに入力することで結果ページにアクセスを

可能とする。④スクリーニング検査で要確認

となった場合は、指定の医療機関の予約と受

診につなぎ、さらに確定検査で陽性の場合に

は HIV 専門医療機関を紹介する。⑤専用 WEB

サイトには検査・相談・医療に関する情報サ

イト HIVマップ等をリンクし、支援環境を周

知する。血清行動疫学分析として、受検者の
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検査結果と自記式質問紙調査のデータをリン

クして分析する。陽性者の背景分析、有病割

合と推定罹患率を算出する。 

 

研究 2．地方における新たな検査機会の開発

‐医療者からの検査推奨による MSMの検査受

検環境改善‐ 

研究分担者 健山正男 

沖縄県で HIV検査が早期かつ適切に提供で

きる体制を医療、行政、NGO の連携により整

備する。先行研究をもとに、医療者向けの HIV

の急性感染期を疑う症状をまとめた、早期に

適切なタイミングで検査勧奨を行うための簡

便なマニュアルを作成する。H29 年度は、医

療者向けのマニュアルの作成と配布を行い、

那覇市のコミュニティセンターにおいて検査

を実施する。 

 

研究 3. 地方における新たな検査機会の開発

‐クリニック・診療所における検査機会の拡

大- 

研究分担者 和田秀穂 

岡山県の先行事例をもとに、岡山県の近隣

県でも連携した形で、中四国地域における医

療機関等を活用した新たな HIV検査機会を拡

大実施を行った。受検者への質問紙調査、行

政への検査機関別 HIV/AIDS報告件数、コミュ

ニティでの横断調査により効果評価を行うも

のとする。 

 

研究 4．地方都市での陽性者の検査・予防サー

ビスの接点に関する調査 

研究代表者 金子典代 

横断型自記式質問紙調査により、拠点病院

等に通院する HIV陽性者を対象に、感染判明

前の検査、医療機関の利用、予防啓発との接

点を把握し、地方都市での早期検査勧奨の考

案、ハイリスク MSMの実態把握と有効な介入

の考案に活用する。平成 29 年度は実施医療機

関の医療者と実施方法の検討、質問紙の作成

を行う。 

 

研究 5．よりハイリスクな MSM 層の解明と有

効な介入方法の検討 

研究分担者 塩野徳史 

全国の 7 NGOと連携し、横断型自記式質問

紙調査を実施する。ミーティングにより調査

手法の検討を行い、よりハイリスクな層を意

識した質問紙を作成した。調査項目は先行研

究と同様の項目を活用し、基本属性、過去 6ヶ

月間の商業施設など利用経験、予防啓発活動

の認知、ソーシャル・キャピタル、HIV 抗体

検査受検経験、検査の未受検理由、性行動お

よび予防行動とした。またインターネット利

用に関する項目、TasP、PrEPに関する知識に

ついて尋ねる質問項目も加えた。中四国では

40 店舗のゲイバー、横浜では 20 店舗のゲイ

バー、仙台では、10店舗の協力を得て、質問

紙を配布する。 

 

 (倫理面への配慮) 

研究計画については、研究者が所属または外

部委託する研究機関において倫理審査を受け

て実施する。本研究は血液検査が含まれてお

り、協力依頼時には訓練された専門のスタッ

フが書面および口頭によって説明し、研究主

体、研究目的、調査参加の任意性、予想され

るメリット、デメリット、厳密な個人情報の

保護、不参加の際に不利益を受けないこと、

途中での中止の自由について十分に理解を得

たのちに同意を得たうえで実施する。 

 

C.研究結果 

研究 1．自己検査キットによる検査機会の拡

大と血清行動疫学調査の実施 

検査結果通知と受診へのつなぎの WEBシス

テムの構築を行った。主要な情報は英語でも

併記し、外国籍 MSMにも対応可能とし、また

コミュニティセンターakta のみならず複数

の拠点で配布を展開できる仕様とした。検査
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の説明、同意書、質問紙等すべての資材につ

いて英語版も作成した。首都圏での配布につ

いては、要再検査となった場合、確認検査は

総計 3医療機関（国立国際医療センター、東

新宿こころのクリニック、駒込病院）から選

べるシステムとした。研究計画は、名古屋市

立大学の倫理審査委員会、検査実施機関の国

立国際医療センター倫理委員会より承認を得

た。検査キットの配布は 2018年 2月後半より

コミュニティセンターakta を起点に 98 件を

配布し、検体を 60 件を回収した。質問紙と検

査結果のリンクについても、98％の利用者か

ら、書面による同意を得て実施することがで

きている。 

本研究が首都圏 MSMへの検査行動に影響を

与えうるかの評価のためベースライン質問紙

調査を MSM向け大型クラブイベントに実施し

た。来場者 1,000 名に配布し、966 部の有効

回答を得て、分析を行った。男性と性交渉経

験のある 885件に限定し、分析を行った結果

HIVcheckの認知は 41.4％であり、今後利用し

たいと回答したものは 72.0％であった。 

 

研究 2．地方における新たな検査機会の開発

‐医療者からの検査推奨による MSMの検査受

検環境改善 

急性感染期を疑う症状をまとめた医療者向

けパンフレットを作製した。沖縄県内の医療

機関にパンフレット 1000 部を配布した。コ

ミュニティセンターmabui からも急性感染期

の症状をまとめた情報配信を実施し、検査行

動促進につなげる活動を展開した。また 2018

年２月にコミュニティセンターmabui におい

て、MSM向けの検査提供を行った。 

 

研究 3. 地方における新たな検査機会の開発

‐クリニック・診療所における検査機会の拡

大- 

2018 年度、夏のキャンペーンでは、15名の

利用、1 名の HIV 陽性と 4 名の梅毒陽性が判

明した。2018 年第 5 弾が終了した時点では、

累計で 108名の利用、2名の HIV陽性と 12名

の梅毒陽性が判明している。H30 年度からの

中四国地域での検査の拡大展開のため、香川

県や愛媛県と協議が進行した。特に愛媛県で

は、2施設の参加クリニックが選定され、キャ

ンペーン開始に向け準備中である。 

 

研究 4．地方都市での陽性者の検査・予防サー

ビスの接点に関する調査 

協力を得る予定の拠点病院の医師と研究方

法を検討した。H27 年 1 月以降に陽性が判明

した患者に参加協力を依頼することとした。   

本年度は、質問紙の作成を行い名古屋市立

大学看護学部の研究倫理審査委員会より実施

の承認を得た。 

 

研究 5．よりハイリスクな MSM 層の解明と有

効な介入方法の検討 

中四国地域では 7県のゲイバー40店舗から

協力を得られ、総計 780部の質問紙を配布し、

568部回収した（回収率 72.8%）。また横浜で

は 20 店舗のゲイバーおよびハッテン場から

協力を得られ、総計 340部の質問紙を配布し、

279部回収した（回収率 82.1%）。仙台では、

10 店舗のゲイバーおよび売り専から協力を

得られ、総計 170 部の質問紙を配布し、137

部回収した（回収率 80.6%）。 

総数では、ゲイ向け商業施設 70店舗の協力

を得て、総計 1,290部の質問紙を配布し、984

部回収した（回収率 76.3%）。 

 

D.考察 

研究 1の「HIVcheck.jp」は、WEBシステム

の再構築等に予定以上に時間を要したが、H30

年 2月 26日より配布を開始し、研究 2および

研究 3の地方都市での検査拡大については、

研究者、NGO、行政の協働により検査、効果評

価の体制が進行している。 研究 5については、

本研究に携わる研究チームが構成され、予定
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通り実態把握の調査が進行している。実施状

況では回収率はおおむね 8割と高く、これま

で CBOが活動を展開し、商業施設との関係を

構築してきたことが影響していると考えられ

る。本調査の結果によって、エイズ予防指針

のもとに実施されてきた従来型の予防介入で

は、介入が届きづらかった「よりハイリスク

な MSM層」の実態が明らかとなり、彼らへの

予防介入を検討するうえで重要な資料を得る

ことが可能となる。また「よりハイリスクな

MSM 層」への予防介入は、今後の新規 HIV 感

染者数の減少に向けた有効な介入方法の開発

と展開につなぐことが期待できる。 

 

１） 研究成果の学術的・国際的・社会的意義

について 

 わが国では未達成である「９０％の陽性者

が自身の感染ステータスを把握する状況」の

到達のためにも、self-testingの手法の一つ

である「HIVcheck.jp」が MSMコミュニティに

て浸透しうるかを検証する試みは社会的にも

意義が高い。地方都市では、急性感染期の医

療機関の早期受診の促進、医療者からの適切

な時期に検査勧奨を行うことはきわめて重要

である。医療とコミュニティが協働し、医療

者、MSM コミュニティ双方に働きかける社会

的意義は大きい。NGO、行政、医療の連携によ

る民間クリニックを活用した MSM への HIV検

査の事業化に成功したモデル事例を周辺県に

も拡大させることは、他の地方都市にもモデ

ルになりうる。従来の商業施設ベース型の介

入が届きにくかったハイリスク MSMの実態把

握や介入開発は日本では未実施であり社会的

意義は高い。 

今後の展望について、本研究の成果により、

新たな検査の手法の事業化や MSM 向けの検査

機会拡大、全国での地方都市の検査体制の整

備、介入の展開につないでいくことが期待さ

れる。 

 

E.結論 

次年度以降は、「HIVcheck.jp」において検

査キットの配布を本格展開し、質問紙調査の

解析を進める。また地方都市でも公的機関以

外の検査による検査促進を進め MSMへの検査

機会の拡大を目指す。またハイリスク MSMの

実態把握のための調査を実施し、介入へとつ

なげる。 
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